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脳梗塞ってどんな病気︖
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熱中症と脳梗塞って関係あるの︖
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熱中症になると、⽴ちくらみやこむら返り、脱⼒（体に⼒が⼊らない）、ぐったりする、呼びか
けへの反応がおかしい、けいれんを起こすなどの症状を来します。また、脳梗塞を疑う症状は、
①⽚⽅の顔⾯と⼿⾜が動かない・しびれる、②⾔葉がでない・理解できない・ろれつがまわらな
い、③⽚⽅の⽬が⾒えない・視野の半分が⽋ける・物が⼆重に⾒える、④⽴てない・歩けない・
ふらふらする、の4つが代表的です。
これらの症状は⾮常に似通っているため、検査しないとわからないことも多くあります。
いずれにしても、これらの症状があったらすぐに救急⾞を要請してください。

“脳梗塞”とは、突然、脳の⾎管が詰まってしまう病気です。下の図が主な3つのタイプです。

熱中症とは、気温の⾼い環境にいることで体温を調節する機能が狂ったり、体内の⽔分や塩分の
バランスが崩れたりすることで起こる病気です。⽔分の喪失により、⾎液は濃くなり、ドロドロ
になるため、動脈硬化で狭い⾎管があると、通りが悪くなり、詰まってしまいます。さらに、こ
の“ドロドロの⾎液”は⾎栓ができやすいため、⾎栓が詰まるタイプの脳梗塞のリスクも上がりま
す。実際、熱中症の患者さんの多くは⼆次的に脳梗塞を発症しています。

脳梗塞を疑う症状は︖3

で知っておきたいこと
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担当：今泉医師

①アテローム⾎栓性脳梗塞 ②ラクナ梗塞 ③⼼原性脳梗塞

⾎栓（主に⼼臓などか
ら⾶んでくる。）

⾎栓で⾎管が詰まり⼤
きな脳梗塞がおこる。

穿通枝動脈

⼩さな⾎管の動脈硬化
により脳梗塞がおこる。

今⽉の⼀句★
「暑い夏 ⼀杯の⽔が ⾝を救う」
熱中症も夏の脳梗塞も予防の基本は⽔分補給です。コマメに
⽔分を摂って予防を⼼掛けましょう。
※ ⽔分と同時に、少量の塩分（ひとつまみの塩）も補給し
ましょう。

動脈の壁についたコレ
ステロールに⾎栓がつ
いている。

脳の⾎流が低下してい
る範囲

お気を
つけあ

れ★

⾎栓アテローム（粥腫） 細い⾎管の詰まり


